
 要旨：近年，分析機器や実験技術の発展に伴い，幅広い分野でがんの基本的な機構が解
明され，事実に裏付けされた数理モデルの構築と解析が現実的になってきた．本セミ
ナーでは，臨床データを用いた膵癌進行に関する数理モデル研究と，骨髄増殖性疾患の
起源細胞に関する数理モデル研究を紹介する． 
 膵癌は早期発見が難しく，診断時に進行している事が多い．そこで，数理モデルを用
いて，診断時の転移癌の大きさや転移箇所の数，診断後の生存期間などを予測した．癌
細胞の増殖率などのモデルパラメータは複数時点における腫瘍サイズなどの臨床データ
から推定した．このモデルから予測された生存期間などの指標は，臨床データとよく適
合した (参考文献1)． 

骨髄増殖性疾患では， 長期的な自己複製能力を有している造血幹細胞が，がんの起源
細胞であると広く考えられていた．そこで，数理モデルを用いて造血組織の一部のダイ
ナミクスを再現し，幹細胞とより分化した細胞のどちらのコンパートメントでがんが発
生するかを調べた．その結果，骨髄増殖性疾患の場合，より分化した細胞で発がんが起
こる事を示した (参考文献2,3)． 
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